
住宅塗装編

なんのために建物に塗料を塗るのでしょうか？ なぜ見た目は同じ塗料なのに，高い塗料や安い塗料があるのでしょうか？



01 なんのために塗装をするのか？ 建物を塗装する主な目的は，建物の「保護」と「美観」

美観

建物をきれいに

建物の保護

紫外線・雨・風等，外的要因から建物を保護する

建物に塗装をする大きな目的は，「建物の保護」と「美観の維持」

塗膜が劣化すると「美観」が損なわれるだけでなく，建物を保護する効果も低下するため，建物を長持ちさせるためには，

適切な時期に塗り替えをすることが重要です．



02 塗料の価格が違う理由 ベースとなる樹脂の種類（耐久性）によって価格帯が大別されます

耐久性に優れた塗料は塗替えの頻度が少なくて済むため，長期的に見ると経済的で，環境にも優しい選択です．

耐久年数

価
格
帯

アクリル

ウレタン

シリコン

フッ素

3～6年

7～10年

10～15年

15～20年

フッ素

シリコン

ウレタン

アクリル

15～25年

アミコート

アミコート

無機有機ハイブリッド×特殊繊維



03 塗装工事にかかる費用の内訳

材料費 足場費用 人件費 その他・運営費

材料費
20％

足場費用
20％

人件費
30％

その他・運営費

30％

塗料の選択は「初期費用」だけでなく，塗替えサイクルも含めた「長期的費用」に大きく影響します．

年数

塗
装
コ
ス
ト

アミコート

一般塗料

初期費用は下がるが，

耐久性が低く塗替え頻度が多い．

材料費分初期費用は上がるが，

塗替え頻度が少ないため経済的．

塗料の耐久性と塗替えコスト塗装工事にかかる費用の内訳

塗装工事全体に占める材料費の割合はおよそ「20％」



04 アミコートがしっかり建物を保護できる理由

REASON

01
紫外線による
劣化に強い

塗料の原料である樹脂は「有機」成分であるため，紫外線により結合が分断さ

れ，経年により塗膜が薄くなっていきます．アミコートは紫外線に強い「無機」

成分が塗膜の50％を占めており，紫外線劣化に強い塗膜となっています．

無機×厚膜×ラジカル制御

「無機だから強い」

塗料に含まれる酸化チタンは，紫外線を受けると有機成分を分解する「ラジカル」が発

生し，塗膜劣化の原因となります．アミコートに使用している酸化チタンは，特殊なコー

テイングをすることでこの「ラジカル」の発生を抑え，塗膜の耐久性を高めています．

「ラジカル制御だから強い」

塗膜の耐久性は塗料成分と「厚み」が重要な要素となります．一般塗装が仕上げ塗料を

２回塗り重ねるのも，耐久性を持つ「厚み」を確保するためです．

アミコートは一般塗料の約２倍の膜厚となり，長期に渡り建物を保護することを可能と

します．※一般塗料を５～６回塗り重ねた膜厚（当社比）

「厚膜だから強い」

アミコート塗膜に約３０年相当の紫外線照射を実施しました．

実験の結果，塗膜劣化の兆候である「チョーキング」の発生は

確認されませんでした．



05 アミコートがしっかり建物を保護できる理由

REASON

02
目地まで
しっかり守る

「目地の経年劣化」

近年では塗料の研究が進み，高耐久の塗料が数多く開発されていますが，高耐久塗

料は紫外線劣化に強くするため，「硬い」塗膜になる傾向があります．そのため，柔

軟性のある「目地」の上に塗装するとひび割れを起こす恐れがあるため，本来最も保

護をしたい「目地」の上を避けて塗装をすることが推奨されている塗料もあります．

「高耐久塗料のジレンマ」

外壁の境目などにある「目地」は経年劣化によりひび割れ等が発生します．目

地の劣化を放置すると，建物内部への水の侵入につながるため，「目地」を保護

することは，建物を保護する上でとても重要となります．

アミコートは微細な繊維を配合することにより，塗膜にひび割れが起きにくいよう

設計をしています．そのため，目地の動きにも追従しやすいため目地までしっかり守

りし，建物の長期保護に役立ちます．

「アミコートは繊維入りだから強い」

「アミコートの耐屈曲性の実証動画」

特殊繊維配合



06 アミコートが美観を維持できる理由 艶ではなく「輝き」

塗料の「光沢保持率」

塗料は樹脂特有の「艶」があります．この「艶」は経年により低下

していくため，「艶」をどれだけ維持できるかを見る「光沢保持率」

が，塗料の耐久性を見るひとつの指標として用いられます．

紫外線の当たる量は，外壁の方角や日射を遮蔽する周囲の環境に

よって変わるため，紫外線が多く当たる面は「艶」がなくなり，紫外

線が当たる量が少ない面は「艶」が残るという，美観がアンバランス

な状況が発生する場合もあります．

アミコート塗装後の外壁

塗装前 アミコート塗装後

アミコートはセラミックの「輝き」

アミコートはセラミック（無機）成分が塗膜の約５０％

を占めるため，塗膜としてはほぼ「艶」がない仕上がりで

すが，セラミックが光を受けると光を散乱し，「輝く」特

性があります．これは樹脂の「艶」ではないため，光沢の

変化が少なく，長期に渡り美観の維持を可能とします．



07 遮熱メカニズムの種類について 塗料の材料構成で変わる遮熱の性能

昨今の異常とも言える猛暑に対し，暑さ対策が期待できる「遮熱塗料」が注目されています．遮熱塗料を調べていると，遮熱塗料の他

に「断熱塗料」という種類の塗料もあることがわかります．この呼び方の違いは，効果を発揮するメカニズムの違いがあるため，区別す

るために分けられています．

遮熱塗料はもともとは「高反射率塗料」と呼ばれており，その

名の通り，日射を「高反射」することによって効果を発揮するメ

カニズムです．

具体的には「遮熱顔料」という日射を熱に変えにくい顔料で調

色することによって，空調負荷の原因となる熱の発生を抑えます．

TYPE

01 遮熱塗料
TYPE

02 断熱塗料

断熱塗料は，遮熱塗料のように日射を反射するメカニズムでは

なく，塗膜内での熱の移動を少なくする，いわゆる「低熱伝導

性」で熱の移動を緩やかにするメカニズムです．

具体的には熱移動の起きにくい「中空ビーズ」を塗料に含ませ

ることで熱の移動を抑え，空調負荷を低減します．

日射を反射することで内部への

熱侵入を少なくする

日射により熱が発生するが

塗膜内でその熱移動を抑える

遮熱調色 中空ビーズ



08 遮熱×断熱のダブル効果

アミコートは日射の高反射を可能とする「遮熱調色」と断熱性

を持った「中空ビーズ」（シラスバルーン）のハイブリッドメカ

ニズム．複数のメカニズムを組み合わせることで，より高い遮熱

性能を発揮します．

TYPE

03 アミコート

日射を反射し熱の発生を抑え，

塗膜内部での熱移動も抑える

アミコートの遮熱メカニズム

遮熱調色×中空ビーズ

TYPE1：遮熱調色のみ，TYPE2：中空ビーズのみ，TYPE3：遮熱調色×

中空ビーズ（アミコート）の3種類の塗料をそれぞれ鉄板に塗装し，ラ

イトを照射した際の，鉄板裏面温度を比較する実験をしました．

鉄板裏面温度の推移を見ると，遮熱調色×中空ビーズのアミコートが

最も高い性能となりました．

メカニズムの違いと遮熱性能 検証実験

アミコートは遮熱調色を行うため「遮熱塗料」に分類されますが，耐久性向上を主な目的として「シラスバルーン」という中空ビーズ

を塗料に使用しています．このシラスバルーンは断熱性を有する性質があるため，遮熱性能向上に寄与しています．



09 アミコートの秘密を顕微鏡で解明

そしてそのシラスバルーンをつなぐように特殊繊維が塗膜を縦横斜めに縦断してい

る様子がわかります．その数は１㎡あたり約１０万本．この特殊繊維によって圧力

を分散し，割れにくい塗膜を形成しています．

アミコートの塗膜表面を顕微鏡で拡大し

て見ると，塗膜表面がびっしりと紫外線

劣化に強いシラスバルーン（無機成分）

で覆われているのがわかります．

アミコートに光が当たると「輝く」理由

もここにあります．

塗膜の顕微鏡観察（倍率２７倍）

特殊繊維
特殊繊維

特殊繊維

特殊繊維

特殊繊維



10 ロボット塗装プロジェクト

ＪＲ西日本様が進める「人型ロボット用の塗料」は，まつえペイントにて開発・製造しています．

こんなところにも「アミコート」



11 ３Dプリンター住宅プロジェクト

【画像提供】セレンディクス

セレンディクス様が製造する「３Dプリンター住宅」の塗装には，アミコートが採用されています．

こんなところにも「アミコート」



12 体験型宿泊施設プロジェクト

イオンファンタジー様が進める体験型宿泊施設の塗装には，アミコートが採用されています．

こんなところにも「アミコート」
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